
俳句・川柳20句　関根悠介 

「9月と身体」　　　　　　　　　　【俳句】 

捨案山子腦へオリヰヴオイル注し 

霰粒腫さはりつ秋の虹さはる 

赤とんぼせつなさに身を捩りたる 

畫鋲踏み銀河となりし頭蓋骨 

いくつもの夜長越えたる繪畫かな

老人の黒目は秋の色映す 

かまきりの溺死蛙の手ですくふ 

きこへない秋の聲なり軋む椅子 

ひぐらしもこの世に飽きてしまひたり 

颱風に乘りて內定通知來る

「昏睡ちゃん」　　　　　　　　　　【川柳】 

Doveは未だ文學つぽさ捨て切れぬ 

クセナキスの譜人參の影移る 



豫報では寺のやうなものが降る 

人類の餘力兵器製造メーカー 

iPhoneの画面割れたり初潮かな 

天使の梯子ずり落ちて小學校 

倒れ樹に訊く犯人の握力を 

異次元のひらき見つめる一家族 

プチ柴の齒莖から紫蘇生えるほど 

女とつくつく法師　Coma white


